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テトスへの手紙 3 章 1 節～7 節 人々に、次のことを思い起こさせなさい。支配者や 

権威者に服し、これに従い、すべての善い業を行う用意がなければならないこと、また、

だれをもそしらず、争いを好まず、寛容で、すべての人に心から優しく接しなければなら

ないことを。わたしたち自身もかつては、無分別で、不従順で、道に迷い、種々の情欲と

快楽のとりことなり、悪意とねたみを抱いて暮らし、忌み嫌われ、憎み合っていたのです。 

しかし、わたしたちの救い主である神の慈しみと、人間に対する愛とが現れたときに、神

は、わたしたちが行った義の業によってではなく、御自分の憐れみによって、わたしたち

を救ってくださいました。この救いは、聖霊によって新しく生まれさせ、新たに造りかえ

る洗いを通して実現したのです。神は、わたしたちの救い主イエス・キリストを通して、

この聖霊をわたしたちに豊かに注いでくださいました。こうしてわたしたちは、キリスト

の恵みによって義とされ、希望どおり永遠の命を受け継ぐ者とされたのです。 

 

「著者」は、「人々に、次のことを思い起こさせなさい」と、二つの忠告を記している。 

一つは、「支配者や権威者に服し、これに従い、すべての善い業を行う用意がなければな

らないこと」である。パウロは、「人は皆、上に立つ権威に従うべきです。神に由来しな

い権威はなく、今ある権威はすべて神によって立てられたものだからです（ローマ 13：1）」

と書いている。そして、「権威者は、あなたに善を行わせるために、神に仕える者なので

す（ローマ 13：4）」とも書いている。権威者が善を行わせるために神に仕えているなら、

権威者に従うことができるだろう。しかし、権威者は自分の権力の維持、拡大のために人々

を支配する者が殆どである。今日、権威者に服するとは、権力の横暴を見張ることである

と、私は思っている。テトス書は、時代に逆らわず、権威者に認められ、キリスト教が市

民権を得たいとの思いで書かれたことは明らかである。もう一つは、「だれをもそしらず、

争いを好まず、寛容で、すべての人に心から優しく接しなければならないこと」である。

人と争わず、寛容で、優しく接しなさいと忠告している。真理を明らかにするため、人と

争うことが求められることもあるだろう。 

「著者」は、「わたしたち自身もかつては、無分別で、不従順で、道に迷い、種々の情

欲と快楽のとりことなり、悪意とねたみを抱いて暮らし、忌み嫌われ、憎み合っていたの

です」と、神を知らなかった時代には、無軌道で、憎しみ合いに明け暮れた生き方をして

いたことを思い起こしている。「しかし、わたしたちの救い主である神の慈しみと、人間

に対する愛とが現れたときに、神は、わたしたちが行った義の業によってではなく、御自

分の憐れみによって、わたしたちを救ってくださいました。」神の慈しみと人間に対する

愛が現れた時、私たちが行った良い業によってではなく、神は一方的な憐れみという恵み

によって、私たちを救ってくださった。「この救いは、聖霊によって新しく生まれさせ、

新たに造りかえる洗いを通して実現したのです。」神の憐れみによって現わされた救いは、

聖霊によって新しく生まれさせ、新たに造りかえる洗い、洗礼を通して実現した。「神は、

わたしたちの救い主イエス・キリストを通して、この聖霊をわたしたちに豊かに注いでく

ださいました。」神は、イエス・キリストを通して、聖霊を豊かに注いでくださった。こ

のように、私たちはキリストの恵みによって罪赦され、神に義とされ、希望した通りの永

遠の命を受け継ぐ者とされたのである。 


